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日
本
に
お
け
る
革
命
あ
る
い
は
変
革
と
も
呼
ば
れ
る
明
治
維
新
が
始
ま
っ
て
か
ら

二
〇
一
八
年
で
一
五
〇
年
を
迎
え
る
。
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
、
か

つ
、
そ
の
後
の
運
命
を
決
定
づ
け
た
こ
の
出
来
事
は
、
疑
い
も
な
く
、
天
皇
睦
仁
と

不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
睦
仁
は
、
自
ら
の
名
に
よ
り
、
そ
の
明
治
維
新
を
神
聖
化

し
た
と
も
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
天
皇

の
在
位
中
に
日
本
で
行
わ
れ
た
広
汎
な
一
連
の
改
革
は
、
日
出
ず
る
国
を
世
界
で
最

も
先
進
的
な
国
の
ひ
と
つ
に
変
貌
さ
せ
た
。

　

明
治
維
新
を
客
観
的
に
分
析
し
、
そ
れ
に
評
価
を
与
え
る
権
利
が
あ
る
の
は
、
お

そ
ら
く
、
日
本
の
研
究
者
の
み
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
我
々
は
そ
の
課
題
を
自
ら
に

課
す
こ
と
は
せ
ず
、
本
論
で
は
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
所
蔵
の
文
書
の
う
ち
、

天
皇
睦
仁
の
人
格
、
生
涯
、
活
動
、
そ
し
て
、
そ
の
最
期
に
直
接
関
係
す
る
も
の
に

つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
の
み
に
留
め
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
は
、
あ
る
時
期
ま
で
は
十
分
正
常
に
進

展
し
、
深
刻
な
相
互
の
要
求
と
大
規
模
な
武
力
衝
突
と
い
う
重
荷
を
負
わ
せ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
状
況
が
決
定
的
に
変
化
し
た
の
は
、
日
本
に
お
い
て
諸

改
変
が
行
わ
れ
た
後
で
、
一
連
の
改
革
で
面
目
を
一
新
し
た
日
本
が
実
質
的
に
新
興

国
と
し
て
世
界
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
刷
新
は
天
皇
睦
仁
に

そ
の
端
緒
を
発
す
る
。

　

ボ
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
伯
爵
家
の
フ
ォ
ン
ド
に
は
、
一
九
〇
四
年
ロ
シ
ア
と
日
本
間
の

戦
争
へ
と
導
い
た
諸
原
因
が
分
析
さ
れ
て
い
る
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
は
、
日
本
に
お
け
る
根
本
的
変
革
が
特
徴
づ
け
ら
れ
、
天
皇
の
個
人
的
役
割
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
八
五
六
年
【
マ
マ
】
の
国
家
的
変
動
に
よ
っ
て
ミ
カ
ド
は
シ
オ
グ
ン
（
こ
の

よ
う
に
史
料
に
は
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
シ
ョ
ウ
グ
ン
と
す
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ

ス
キ
ー
注
）
の
く
び
き
を
我
が
身
か
ら
振
り
落
と
し
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
の
蜂
起
を
武
力

で
鎮
圧
し
、
国
の
専
制
的
支
配
者
と
な
っ
た
【
以
下
、
史
料
中
の
「
ミ
カ
ド
」、「
シ
ョ

ウ
グ
ン
」、「
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
」、「
サ
ム
ラ
イ
」
は
す
べ
て
漢
字
に
直
す
】。

　

し
か
し
、
自
己
の
権
力
を
不
動
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
帝
は
、
日
本
国
民
に
対

し
、
新
し
い
将
来
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
、
何
世
紀
に
も
わ
た
り
神
聖
な
も
の
と

さ
れ
て
い
た
秩
序
を
根
本
的
に
変
え
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
と
同
様
に
、
国
内
支
配
の

手
本
と
陸
海
軍
改
革
の
師
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
求
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
た
。

　

ほ
と
ん
ど
独
立
的
存
在
で
あ
る
領
地
持
ち
諸
侯
た
ち
、
す
な
わ
ち
大
名
た
ち
と
そ

の
家
臣
で
あ
る
武
士
階
級
、
侍
た
ち
が
不
安
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
が
偉

大
に
な
る
た
め
に
は
勝
利
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
彼
ら
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、

扶
持
を
与
え
、
彼
ら
の
活
動
を
軍
の
諸
機
関
の
充
実
に
向
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

…
根
本
的
改
革
に
踏
み
込
ん
で
か
ら
、
帝
は
、
未
だ
鎮
圧
で
き
な
い
で
い
た
大
名

と
侍
た
ち
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
一
般
国
民
に
立
脚
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
確
信
し
た
。
欽
定
憲
法
（
一
八
九
一
年
）
こ
そ
が
そ
の
構
築
物
の
王
冠
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
政
府
、
よ
り
正
確
に
は
、
天
皇
は
、
新
し
い
軍
隊
の
核
を

構
成
し
て
い
た
侍
た
ち
の
武
勇
心
を
利
用
す
る
た
め
の
口
実
を
探
し
た
。
そ
し
て
、

島
国
国
家
は
皆
、
大
陸
に
確
た
る
足
場
を
築
く
こ
と
を
志
向
す
る
と
い
う
世
界
的
法

天
皇
睦
仁
に
関
す
る
情
報
―
―
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
所
蔵
文
書
よ
り
―
―

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
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則
に
基
づ
き（
そ
の
一
例
が
イ
ギ
リ
ス
）、中
国
と
朝
鮮
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

…
戦
争
（
一
八
九
四
―
一
八
九
五
年
の
日
清
戦
争
―
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）

は
、
再
編
成
さ
れ
た
軍
隊
が
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
ど
れ
だ
け
遂
行
す
る
能
力
が
あ

る
か
の
い
わ
ば
試
金
石
で
あ
っ
た
。
新
し
い
軍
隊
は
そ
の
試
練
の
勝
者
と
な
っ
た
。

下
関
条
約
は
、
戦
費
を
十
二
分
に
補
う
だ
け
の
賠
償
金
と
は
別
に
、
旅
順
と
関
東
半

島
【
遼
東
半
島
】
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
、
満
州
に
確
た
る
足
場
を
築
く
可

能
性
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
ち
に
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
、

そ
れ
ら
を
放
棄
す
る
よ
う
高
圧
的
な
態
度
に
出
た
。
日
本
は
そ
れ
を
甘
受
せ
ざ
る
を

え
ず
、
血
で
も
っ
て
獲
得
し
た
要
塞
と
隣
接
地
域
を
中
国
に
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
は
、
自
国
の
屈
辱
の
元
凶
と
見
な
し
た
ロ
シ
ア
に
対
し
、

秘
め
ら
れ
た
怨
念
を
抱
く
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
の
す
べ
て
の
企
図
と
施
策
は
、
日

清
戦
争
の
不
首
尾
な
結
果
に
対
し
、ロ
シ
ア
に
報
復
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
我
々
は
そ
れ
を
見
過
ご
し
た
の
で
あ
る
…
。」

　

以
上
、
長
文
の
引
用
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
国
の
改
革
に
お
け
る
日
本
の

天
皇
の
役
割
に
関
す
る
二
〇
世
紀
初
め
の
ロ
シ
ア
人
研
究
者
た
ち
に
よ
る
評
価
の
認

識
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
言
う
ほ
ど
、

そ
こ
ま
で
は
一
義
的
か
つ
単
純
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四

―
一
九
〇
五
）
の
原
因
を
幾
ら
か
で
も
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
露
戦
争
が
ロ
シ
ア
の
敗
北
に
終
わ
り
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
の

領
土
譲
歩
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
よ
そ
に
、
両
国
間
の
関
係
は
、
最
高

指
導
者
で
あ
る
天
皇
睦
仁
と
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
尽
力
も
あ
り
、
早
い
時
期
に
完
全
に

建
設
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
経
済
的
、
政
治
的
諸
問
題
に
関
す
る
協
力

が
再
開
さ
れ
、
人
的
交
流
も
円
滑
化
し
、
か
つ
、
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
如
実

に
物
語
る
文
書
が
あ
る
。そ
れ
は
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
保
存
さ
れ
た
文
書
で
、

そ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
病
床
に
あ
っ
た
天
皇
睦
仁
と
そ
の
最
期
、
お
よ
び
、
後
継
者

嘉
仁
の
即
位
の
時
期
に
お
け
る
両
国
の
相
互
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

天
皇
睦
仁
が
重
病
の
床
に
あ
っ
た
時
、
ロ
シ
ア
帝
国
指
導
部
は
、
天
皇
の
容
態
を

深
く
憂
慮
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
隣
国
と
の
友
好
関
係
の
維
持
を
真
に
願
っ
て

い
た
こ
と
の
証
明
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
は
、
そ
れ
を
疑
い
も
な

く
裏
付
け
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
政
府
、
そ
し
て
、
皇
帝
陛
下
個
人
が
、
日
本
を
包
ん
だ

悲
し
み
に
深
く
共
感
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
一
二
年
七
月
二
一
日
、
在
東
京
ロ
シ
ア
大
使
館
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
の
外
務
省
宛
に
、
ロ
シ
ア
特
命
全
権
大
使
で
第
三
等
侍
従
官
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ア

ン
ド
レ
エ
ヴ
ィ
チ
・
マ
レ
フ
ス
キ
ー
＝
マ
レ
ヴ
ィ
チ
に
よ
り
、
電
報
が
送
ら
れ
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　
「
外
務
大
臣
（
日
本
の
―
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
が
公
文
【
原
語
は
「
ノ
ー

ト
」】
の
か
た
ち
で
、
天
皇
が
重
態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
き
て
い
る
。
帝
国
政
府

の
名
で
同
情
の
意
を
表
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
い
。」

　

こ
れ
に
対
す
る
許
可
が
直
に
大
使
の
も
と
に
送
ら
れ
、
ロ
シ
ア
政
府
の
名
で
、
ロ

シ
ア
大
使
館
が
、
同
日
、
天
皇
に
対
し
、
速
や
か
な
快
復
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
と

表
明
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
か
ら
判
断
し
て
、
天
皇
睦
仁
の
容
態
は
依
然
と
し
て
深

刻
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
大
使
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
ら
れ
た
次
の
よ
う

な
電
報
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
任
務
は
遂
行
。
天
皇
の
容
態
は
重
篤
。
だ
が
望
み
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
陛
下

は
一
九
〇
四
年
か
ら
糖
尿
病
を
患
い
、
そ
れ
が
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
を
引
き
起
こ
し
、
こ
こ

数
日
は
尿
毒
症
を
併
発
。
今
日
は
多
少
容
態
が
快
復
。」

　

�
一
九
一
二
年
七
月
二
八
日
付
の
電
報
で
マ
レ
フ
ス
キ
ー
＝
マ
レ
ヴ
ィ
チ
は
次
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
。

　

�「
ウ
チ
ダ
（
日
本
外
務
大
臣
・
内
田
康
哉
―
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
は
、
日

本
天
皇
の
命
令
に
依
り
、
快
復
を
願
う
君
主
と
し
て
の
気
持
の
表
明
に
対
す
る
、

日
本
天
皇
か
ら
の
謝
意
を
皇
帝
陛
下
に
お
伝
え
す
る
よ
う
私
に
頼
ん
だ
。
天
皇
陛

（
１
）

（
２
）

（
３
）



（　 ）　天皇睦仁に関する情報（チェルニャフスキー）221

下
の
容
態
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
。」

　

し
か
し
な
が
ら
、
天
皇
平
癒
へ
の
願
い
が
空
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
翌
日

東
京
か
ら
発
信
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
秘
密
電
報
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
天
皇
の
状
態
は
絶
望
。
閣
僚
会
議
が
招
集
。」

　

そ
し
て
、
文
字
通
り
、
こ
の
知
ら
せ
に
す
ぐ
続
き
、
ロ
シ
ア
大
使
か
ら
の
次
の
よ

う
な
内
容
の
長
文
の
至
急
便
第
六
六
号
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
ら
れ
た

（
以
下
、
一
部
略
）。

　
「
思
い
が
け
な
い
日
本
天
皇
の
死
に
至
る
ま
で
の
病
状
と
最
期
は
、
常
な
ら
ぬ
印

象
を
当
地
で
は
引
き
起
こ
し
た
。
官
報
で
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
帝
は
一

九
〇
四
年
冬
に
糖
尿
病
を
発
症
し
、
そ
れ
が
元
で
一
九
〇
六
年
始
め
に
は
、
す
で
に

慢
性
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
が
進
行
し
て
い
た
。
こ
の
病
に
対
し
て
天
皇
は
何
ら
重
大
な
処
置

を
取
ら
ず
、
何
ヶ
月
も
皇
居
か
ら
出
る
こ
と
な
く
通
常
の
生
活
を
続
け
、
極
め
て
暑

い
東
京
の
夏
を
皇
居
内
で
過
ご
し
た
。
病
床
に
臥
し
た
前
日
に
は
閣
僚
会
議
の
集
ま

り
に
も
臨
席
し
た
【
西
暦
・
日
本
時
間
七
月
一
五
日
枢
密
院
会
議
に
臨
御
、
既
に
異

変
】。
…

　

し
か
し
七
月
一
五
日
か
ら
は
、
半
睡
状
態
、
食
欲
不
振
、
高
熱
の
症
状
が
現
れ
た
。

一
九
日
の
夕
刻
に
は
、
完
全
な
意
識
混
濁
と
脱
力
状
態
の
中
、
体
温
は
四
〇
・
五
度

に
ま
で
上
昇
し
た
。
宮
廷
医
を
手
助
け
す
る
た
め
に
呼
ば
れ
た
い
ず
れ
も
【
東
京
帝

国
】
大
学
教
授
で
高
名
な
内
科
専
門
医
ア
オ
ヤ
マ
【
青
山
胤
通
】
と
医
師
ミ
ウ
ラ
【
や

は
り
帝
大
教
授
、
三
浦
謹
之
助
】
は
、
患
者
に
尿
毒
症
の
強
度
の
発
作
が
認
め
ら
れ

る
と
の
診
断
を
下
し
た
。
同
日
の
夜
遅
く
に
な
っ
て
、
天
皇
の
病
気
に
つ
い
て
の
最

初
の
公
式
診
断
書
が
発
表
さ
れ
た
が
、
天
皇
が
突
然
重
病
に
な
っ
た
と
、
ご
く
簡
単

に
述
べ
ら
れ
た
に
留
ま
っ
た
。
翌
日
か
ら
は
、
総
理
大
臣
と
宮
内
大
臣
の
合
意
の
下

に
、
天
皇
の
病
状
に
関
し
て
、
一
昼
夜
に
二
回
診
断
書
が
公
表
さ
れ
、
通
常
は
病
室

の
外
に
は
出
さ
れ
な
い
よ
う
な
詳
細
が
伝
え
ら
れ
た
。
二
一
日
の
夜
中
【
二
一
日
午

後
九
時
頃
か
ら
二
二
日
夜
半
過
ぎ
に
か
け
て
の
夜
。（『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
二
巻
七

月
二
二
日
の
項
目
参
照
）】
に
は
天
皇
の
容
態
に
若
干
の
好
転
が
見
ら
れ
、
体
温
は

三
七
・
五
度
に
下
が
り
、
呼
吸
も
よ
り
楽
に
な
り
、
譫
言
も
な
く
な
っ
た
。
二
二
日

か
ら
二
四
日
ま
で
は
ま
だ
回
復
の
望
み
が
持
た
れ
た
。
…
二
五
日
か
ら
二
六
日
に
か

け
て
、
天
皇
の
状
態
は
目
に
見
え
て
悪
化
し
、
体
温
は
再
び
三
九
度
に
上
昇
し
、
心

拍
は
不
規
則
か
つ
頻
脈
と
な
り
、
呼
吸
も
途
切
れ
が
ち
に
な
っ
た
。

　

二
八
日
、
病
床
の
下
に
天
皇
の
家
族
全
員
が
集
ま
り
、
皇
居
内
の
隣
接
す
る
館
に

皇
族
、
元
老
、
大
臣
、
将
官
団
が
集
ま
っ
た
。
最
期
の
時
が
刻
一
刻
と
近
づ
い
て
い

た
。
馬
車
と
自
動
車
の
列
が
宮
城
前
広
場
【дворцовая 

площ
адь

】
か
ら
車
寄
せ

【подъезд

】
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
っ
た
。
車
寄
せ
で
は
、
机
の
上
に
記
帳
の

た
め
の
帳
簿
と
紙
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
帝
の
強
靭
な
体
は
、
更
に
一
昼
夜
以
上
、

死
と
闘
っ
た
。
臨
終
の
時
が
訪
れ
た
の
は
二
九
日
の
午
後
三
時
頃
で
あ
っ
た
。
…
病

人
の
意
識
は
な
か
っ
た
。
…
三
〇
日
の
早
朝
に
出
さ
れ
た
公
式
発
表
に
よ
れ
ば
、
陛

下
が
崩
御
さ
れ
た
の
は
三
〇
日
の
午
前
〇
時
四
三
分
で
あ
っ
た
【
宮
内
省
発
表
】。

し
か
し
、
公
式
発
表
が
出
る
前
か
ら
東
京
の
住
民
は
帝
が
最
期
の
時
を
迎
え
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
何
千
人
も
の
人
々
が
宮
城
前
広
場
【площ

адь 
перед 

воротами 

дворца

＝「
門
前
広
場
」
の
意
。
正
確
に
は
「
宮
城
正
門
外
」（『
明
治
天
皇
紀
』
第

一
二
巻
七
月
三
〇
日
の
項
目
参
照
）】
に
佇
ん
で
い
た
が
、
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
と

の
噂
が
流
れ
、
人
々
は
泣
き
な
が
ら
町
に
散
っ
て
い
っ
た
。
新
聞
の
号
外
の
配
達
人

は
、
鈴
を
鳴
ら
し
響
き
渡
る
声
で
日
出
ず
る
国
の
君
主
の
崩
御
を
触
れ
な
が
ら
、
夜

中
通
り
を
走
り
回
っ
た
。

　

翌
七
月
三
一
日
に
、
天
皇
の
遺
体
の
納
棺
【「
御
舟
入
り
の
儀
」】
が
執
り
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
し
め
や
か
な
告
別
の
儀
式
【「
拝
訣
の
儀
」】
が
行
わ
れ
、
そ

れ
に
参
列
し
た
の
は
皇
太
子
と
皇
太
子
妃
、
皇
子
た
ち
や
そ
の
妃
た
ち
、
最
上
位
の

高
官
た
ち
で
あ
っ
た
。
礼
拝
の
際
、
天
皇
の
遺
体
は
低
い
日
本
式
の
白
絹
の
床
に
横

た
え
ら
れ
、
枕
元
で
は
古
式
の
衣
装
を
纏
っ
た
女
官
の
一
人
が
故
人
の
顔
を
扇
子
で

扇
い
で
い
た
。
そ
の
後
で
同
じ
く
女
官
た
ち
が
遺
体
を
持
ち
上
げ
、
杉
の
木
で
作
ら

（
４
）

（
５
）
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れ
た
三
重
の
棺
の
中
に
横
た
え
、
皇
太
后
と
皇
族
た
ち
の
前
で
棺
が
閉
じ
ら
れ
た
。

国
民
の
礼
拝
の
場
に
は
、
棺
は
置
か
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
棺
は
皇
居
の
間

の
ひ
と
つ
に
公
式
な
葬
儀
ま
で
置
か
れ
る
。

　

天
皇
睦
仁
の
崩
御
は
六
〇
発
の
弔
砲
で
、ま
た
嘉
仁
の
即
位
は
二
一
発
の
祝
砲
で
、

そ
れ
ぞ
れ
国
民
に
知
ら
さ
れ
た
。
皇
居
内
に
も
政
府
関
係
の
建
物
に
も
掲
揚
台
は
設

置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
東
京
で
は
諸
外
国
の
大
使
館
と
領
事
館
の
建
物
で
の

み
半
旗
が
七
日
間
掲
げ
ら
れ
た
。」

　

大
使
館
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
ら
れ
た
至
急
便
第
六
七
号
の
内
容

は
、
日
本
の
現
実
を
よ
く
知
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
政
権
公
式
代
表
者
た
ち
の
天
皇
政
権

全
体
と
天
皇
睦
仁
に
対
す
る
深
い
尊
敬
の
念
、
日
本
の
た
め
に
尽
力
し
た
天
皇
の
活

動
に
対
す
る
極
め
て
高
い
評
価
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
本
年
七
月
三
〇
日
に
崩
御
し
た
日
本
天
皇
睦
仁
は
一
八
五
二
年
一
一
月
三
日
京

都
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
孝
明
天
皇
の
第
二
皇
子
で
、
神
武
朝
一
二
二
代
の
帝
で
あ
る
。

幼
少
時
の
彼
は
世
俗
か
ら
は
完
全
に
離
れ
た
世
界
で
過
ご
し
、
王
権
復
古
が
よ
う
や

く
黎
明
期
を
迎
え
て
い
た
頃
は
京
都
御
所
の
静
謐
の
中
に
あ
っ
た
。
孝
明
天
皇
は
将

軍
の
全
権
独
裁
に
対
し
て
む
な
し
く
闘
い
を
試
み
た
が
、
そ
の
努
力
は
実
ら
ず
、
三

六
歳
に
な
る
直
前
に
急
死
し
た
。
死
因
は
公
式
的
に
は
水
痘
【
天
然
痘
】
と
さ
れ
て

い
る
が
、
一
節
に
よ
れ
ば
、
将
軍
派
か
ら
密
か
に
送
ら
れ
た
者
た
ち
の
手
に
か
か
っ

た
と
も
い
う
。
…
一
八
六
〇
年
に
孝
明
天
皇
の
後
継
者
に
指
定
さ
れ
た
睦
仁
は
一
八

六
七
年
に
即
位
、
時
に
一
五
歳
の
若
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
齢
に
も
似
ず
、
若
い
天

皇
は
統
治
者
と
し
て
の
優
れ
た
資
質
の
持
ち
主
で
、
不
屈
の
性
格
、
志
し
た
目
的
の

追
求
に
お
け
る
不
動
心
、
協
力
者
を
選
び
味
方
に
つ
け
る
能
力
を
備
え
て
い
た
。
天

皇
在
位
の
こ
の
早
い
時
期
の
彼
の
最
も
近
し
い
友
人
で
助
言
者
で
あ
っ
た
の
は
岩
倉

公
爵
と
三
条
公
爵
で
、
そ
の
後
は
一
貫
し
て
大
久
保
と
木
戸
、
そ
し
て
伊
藤
と
山
縣

（
現
在
は
元
帥
で
枢
密
院
議
長
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
協
力
の
下
、
短
期

間
で
天
皇
の
軍
勢
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
闘
い
が
終
わ
っ
た
後
、
独
裁
体
制
は
倒
さ

れ
、
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
（
現
在
東
京
に
隠
棲
し
て
い
る
）
は
自
己
の
権
力
を
断

念
し
帝
に
譲
っ
た
。
…
こ
の
時
期
、
首
都
は
、
京
都
か
ら
東
京
と
改
称
さ
れ
た
江
戸

に
移
さ
れ
、
睦
仁
は
徳
川
の
居
城
に
住
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。
徳
川
の
居
城
は
昔
の

要
塞
の
姿
を
今
日
ま
で
留
め
て
お
り
、
二
列
の
高
い
堡
塁
の
間
に
水
を
湛
え
た
深
い

堀
が
掘
ら
れ
、
石
壁
の
角
に
は
三
層
の
高
さ
が
数
サ
ー
ジ
ェ
ン
（
一
サ
ー
ジ
ェ
ン
は

二
・
一
三
ｍ
―
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）の
中
国
式
の
塔
が
あ
り
、鉄
張
り
の
ど
っ

し
り
と
し
た
木
の
門
が
あ
る
。
石
壁
の
向
こ
う
側
の
大
き
な
古
式
庭
園
の
中
程
に
あ

る
平
屋
建
て
の
木
造
の
館
で
睦
仁
は
四
三
年
間
を
過
ご
し
た
。
そ
の
間
、
睦
仁
は
ほ

と
ん
ど
外
に
出
掛
け
る
こ
と
は
な
く
、
自
分
の
都
を
離
れ
る
の
は
、
毎
年
行
わ
れ
る

秋
期
大
演
習
と
伊
勢
皇
大
神
宮
を
訪
問
す
る
時
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。こ
こ
か
ら
彼
は
、

忠
実
な
臣
下
た
ち
の
助
力
を
得
て
自
国
民
を
支
配
し
た
。
彼
の
在
位
中
の
主
な
歴
史

的
転
換
点
は
そ
れ
ら
の
臣
下
た
ち
の
名
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
封
建
制
度
の
撤
廃
と

一
八
七
一
年
【
マ
マ
】
の
外
国
人
に
対
す
る
諸
港
の
開
放
、
一
八
八
九
年
の
憲
法
発

布
、
一
八
九
〇
年
第
一
回
議
会
の
召
集
、
司
法
、
学
校
、
行
政
制
度
の
改
編
、
全
国

鉄
道
網
の
建
設
、
商
船
隊
の
創
設
、
国
家
、
社
会
、
経
済
の
諸
活
動
の
様
々
な
分
野

の
改
良
等
で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
明
治
期
の
四
五
年
間
で
日
本
は
、
無
知
で
貧

し
く
内
紛
と
無
秩
序
で
疲
弊
し
た
ア
ジ
ア
の
二
等
国
か
ら
、
国
民
文
化
の
健
全
な
発

展
基
盤
、
六
千
万
人
の
労
働
人
口
、
五
億
円
の
予
算
を
持
つ
一
等
海
軍
大
国
に
変
貌

し
た
。
各
新
聞
が
故
帝
を
帝
国
第
二
の
【or 

二
代
目
の
「вторы

м

」】
創
始
者
と
呼

ん
で
い
る
の
は
正
当
で
あ
る
。【「
タ
イ
ム
ズ“T

he T
im

es”

（
英
紙
）」、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ワ
ー
ル
ド“N

ew
 Y

ork W
orld”

（
米
紙
）」、「
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ“Le Figaro”

（
仏

紙
）」、「
ル
・
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン“Le Corespondant”

（
仏
紙
）」、「
ノ
ル
ド
・
ド
イ

チ
ェ
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ“N

orddeutsche  
A
llgem

enie 
Zei-

tung ”

（
独
紙
）」、「
ビ
ル
ジ
ェ
ヴ
ィ
ア
・
ヴ
ェ
ド
モ
ス
チ“Бирж

евы
е В

едомости”

（
露
紙
）」
等
、
世
界
各
国
の
新
聞
が
報
じ
て
い
る
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
二
巻
七

月
三
〇
日
の
項
目
参
照
）。
望
月
小
太
郎
編
訳
『
世
界
に
お
け
る
明
治
天
皇
』（
明
治

（
６
）
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百
年
叢
書　

原
書
房
一
九
七
三
）
で
は
、
世
界
各
国
の
明
治
天
皇
崩
御
に
対
す
る
記

事
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
露
紙
は
在
ポ
ー
ラ
ン
ド
紙
も
含
め
八
紙
十
種

所
収
さ
れ
て
い
る
。】

　

明
治
期
の
間
の
日
本
の
成
長
を
物
語
る
幾
つ
か
の
数
字
を
挙
げ
れ
ば
、
国
土
面
積

は
八
〇
％
の
拡
大
、
人
口
は
二
倍
に
、
国
家
支
出
は
一
九
倍
に
、
鉄
道
路
線
の
長
さ

は
四
〇
〇
倍
に
、
商
船
の
総
ト
ン
数
は
七
〇
〇
〇
倍
に
、
貿
易
額
は
二
〇
〇
倍
に
、

そ
れ
ぞ
れ
増
大
し
た
。

　

崩
御
し
た
天
皇
は
帝
国
臣
民
の
間
で
は
無
限
の
尊
敬
と
思
慕
の
念
を
得
て
い
た
。

彼
が
神
か
ら
出
自
し
た
こ
と
を
国
民
の
一
〇
人
中
九
人
ま
で
が
信
じ
て
い
た
。
一
握

り
の
狂
信
的
な
無
政
府
主
義
者
に
よ
る
反
天
皇
陰
謀
が
明
ら
か
に
な
り
暗
い
影
を
落

と
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
治
世
の
晩
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。」

　

崩
御
し
た
日
本
天
皇
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
評
価
づ
け
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

あ
る
。

　

指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
外
交
至
急
便
と
い
う
の
は
非
公
開
の

機
密
的
性
格
を
持
っ
た
も
の
で
、
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
第
三
者
に
よ
っ
て

読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
指
導
部
た
ち
の
目

に
、
ロ
シ
ア
君
主
お
よ
び
政
府
に
関
す
る
良
い
印
象
を
残
す
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で

も
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
交
至
急
便
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
外

交
団
の
目
か
ら
見
た
客
観
的
な
あ
り
の
ま
ま
の
情
報
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
す

べ
て
が
意
味
す
る
の
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
日
本
天
皇
は
祖
国
に
対

す
る
彼
の
傑
出
し
た
功
績
に
お
い
て
真
の
尊
敬
に
価
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

天
皇
睦
仁
の
崩
御
後
直
ち
に
、
日
本
の
新
し
い
統
治
者
で
あ
る
嘉
仁
天
皇
へ
の
最

高
権
力
の
委
譲
が
行
わ
れ
た
。
嘉
仁
天
皇
は
勅
語
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
皇
位
を
継
承
す
る
に
当
た
り
朕
は
、
亡
き
天
皇
が
お
始
め
に
な
っ
た
事
を
成
功

で
も
っ
て
飾
る
た
め
に
、
先
人
諸
天
皇
の
遺
訓
と
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
則
り
、

朕
の
権
力
を
活
用
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
朕
は
、
す
べ
て
の
官
吏
に
亡
き
天
皇

に
仕
え
た
と
同
様
に
朕
に
仕
え
る
よ
う
、
ま
た
臣
民
に
は
朕
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
命

ず
る
。」

　

こ
れ
と
同
時
に
、
明
治
の
統
治
は
七
月
三
〇
日
を
以
て
終
了
と
し
、
七
月
三
一
日

よ
り
天
皇
の
統
治
に
「
大
正
」
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
詔
勅
が
出
さ
れ

た
。「
大
正
」
は
、
ロ
シ
ア
語
に
訳
せ
ば
、「
偉
大
な
る
公
正
」
を
意
味
す
る
。

　

ロ
シ
ア
大
使
の
懇
請
に
基
づ
き
ロ
シ
ア
皇
帝
官
房
に
よ
り
、
故
睦
仁
天
皇
の
棺
に

供
え
る
た
め
の
銀
の
花
輪
が
金
銀
細
工
職
人
Ｍ
・
Ｐ
・
オ
フ
チ
ン
ニ
コ
フ
に
発
注
さ

れ
た
。
こ
の
花
輪
は
最
短
期
間
で
作
製
さ
れ
、
ロ
シ
ア
大
使
館
に
発
送
さ
れ
た
が
、

こ
の
こ
と
を
記
録
し
た
文
書
が
当
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
一
局
は
、
棺
に
供
え
る
た
め
の
銀
の
花
輪
が
、
外
務
省
の
尽
力
に
よ
り
、
そ

の
趣
旨
に
則
り
、
東
京
に
向
け
送
ら
れ
た
こ
と
を
宮
廷
財
務
管
理
財
政
部

【камеральная часть

】
に
謹
ん
で
ご
報
告
す
る
…
。」

　

日
本
全
国
を
包
ん
だ
悲
し
い
出
来
事
を
受
け
て
ロ
シ
ア
宮
廷
は
、「
故
日
本
天
皇

睦
仁
存
命
中
に
確
立
し
た
慣
行
に
則
り
」
一
九
一
二
年
八
月
一
八
日
に
新
天
皇
嘉
仁

誕
生
の
日
を
祝
っ
た
が
【
各
国
に
天
皇
親
書
を
以
っ
て
先
帝
崩
御
と
（
新
帝
）
踐
祚

が
伝
え
ら
れ
た
の
は
（
西
暦
・
日
本
時
間
）
八
月
三
〇
日
】、
そ
の
こ
と
を
示
す
記

録
が
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
「
…
皇
帝
陛
下
に
お
か
れ
て
は
、
駐
剳
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
日
本
国
大
使

に
皇
帝
陛
下
の
名
で
祝
い
を
届
け
る
た
め
に
儀
典
官
の
一
人
を
本
日
八
月
一
八
日
に

派
遣
す
る
こ
と
を
ご
承
諾
な
さ
れ
た
。」

　

ロ
シ
ア
大
使
マ
レ
フ
ス
キ
ー
＝
マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
の
一
九
一
二
年
八
月
二
二
日
付
至

急
便
第
七
四
号
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
本
日
午
前
一
一
時
天
皇
嘉
仁
と
皇
后
節
子
は
大
広
間
で
外
交
団
を
引
見
し
た
…

【
各
国
の
駐
剳
外
交
団
の
表
弔
は
（
西
暦
・
日
本
時
間
）
九
月
四
日
、
各
国
特
派
大

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
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）
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使
の
拝
礼
は
同
九
月
一
一
日
】。

　

天
皇
陛
下
は
通
常
の
挨
拶
の
後
に
私
に
、
自
身
が
受
け
た
重
い
喪
失
に
際
し
て
ロ

シ
ア
宮
廷
お
よ
び
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
示
さ
れ
た
哀
悼
の
意
に
深
く
心
を
打
た
れ
た
と

述
べ
ら
れ
た
。
中
で
も
陛
下
は
、
皇
帝
陛
下
が
電
報
で
お
伝
え
に
な
ら
れ
た
弔
意
は

真
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
、
自
身
の
深
い
謝
意
を
あ
ら
た
め
て
皇
帝
陛
下
に
伝
え

て
欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
更
に
陛
下
は
、
日
露
両
政
府
間
で
か
く
も
良
き
か
た
ち

で
確
立
し
た
友
好
関
係
を
今
後
と
も
ロ
シ
ア
と
共
に
支
え
て
い
く
こ
と
が
ご
自
身
の

心
か
ら
の
願
い
で
あ
る
と
付
け
加
え
ら
れ
た
。
…

　

外
交
団
は
そ
の
後
、
大
儀
典
長
補
伊
藤
公
爵
に
付
き
添
わ
れ
て
、
帝
の
遺
体
が
安

置
さ
れ
て
い
る
御
座
所
に
招
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
王
座
は
、
白
い
絹
の
紐
の
付
い
た

同
じ
く
白
い
絹
織
物
で
覆
わ
れ
た
四
角
の
高
い
天
幕
で
仕
切
ら
れ
、
そ
の
前
面
が
少

し
ば
か
り
左
右
に
開
か
れ
て
、
天
幕
の
奥
、
金
を
施
さ
れ
た
房
付
き
の
天
蓋
の
下
に
、

白
い
銀
色
の
錦
に
包
ま
れ
た
棺
が
台
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　

順
番
に
御
座
所
に
入
り
な
が
ら
、
我
々
は
天
幕
の
入
口
で
立
ち
止
ま
り
、
棺
に
向

か
っ
て
頭
を
下
げ
た
後
、
御
座
所
の
奥
へ
と
移
動
し
た
。
そ
こ
で
は
花
輪
を
供
え
る

儀
式
を
待
ち
な
が
ら
全
員
が
集
ま
っ
て
い
た
…
。」

　

一
九
一
二
年
九
月
一
五
日
付
の
大
使
か
ら
の
秘
密
電
報
第
一
七
五
号
に
は
次
の
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
明
治
天
皇
の
葬
儀
は
本
日
夜
半
に
執
り
行
わ
れ
た
【
大
喪
儀
は
（
西
暦
・
日
本

時
間
）
九
月
一
三
日
午
前
九
時
か
ら
一
四
日
午
前
零
時
四
五
分
】。
遺
体
を
乗
せ
た

列
車
が
京
都
に
到
着
し
た
の
は
午
前
三
時
【
大
喪
列
車
は
、（
西
暦
・
日
本
時
間
）

一
四
日
午
前
一
時
四
〇
分
東
京
・
青
山
假
停
車
場
発
、
京
都
・
桃
山
假
停
車
場
到
着

が
一
四
日
午
後
五
時
一
〇
分
】で
あ
っ
た
。葬
儀
次
第
は
手
順
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
棺
が
宮
城
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
乃
木
将
軍
は
妻
と
共
に
自

決
し
た
…
。」

　

同
年
同
月
同
日
付
の
秘
密
電
報
が
も
う
一
通
残
さ
れ
て
い
る
。

　

�「
帝
の
葬
儀
。
天
皇
は
父
帝
崩
御
に
際
し
貧
民
の
為
に
百
万
円
を
寄
付
。
恩
赦
令

が
出
さ
れ
た
。」

　

当
文
書
館
所
蔵
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
ロ
シ
ア
大
使
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
っ
た
報

告
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
新
し
い
日
本
天
皇
嘉
仁
の
略
歴
と
、
彼
に
つ
い
て
の
極
め
て

好
意
的
、
か
つ
、
肯
定
的
な
人
物
評
価
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

睦
仁
天
皇
の
崩
御
と
彼
の
後
継
者
で
あ
る
嘉
仁
天
皇
の
即
位
の
後
、
日
本
と
ロ
シ

ア
の
関
係
は
、
十
分
に
前
向
き
に
発
展
し
続
け
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
の
前
の

支
配
者
に
よ
り
そ
の
礎
が
置
か
れ
た
潜
在
的
可
能
性
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
日
本
天
皇
戴
冠
式
の
際
に
ロ
シ
ア
皇
帝
か

ら
日
本
天
皇
に
贈
呈
さ
れ
た
極
め
て
高
価
な
贈
り
物
に
関
す
る
文
書
が
あ
る
。

　

帝
室
宮
内
大
臣
Ｖ
・
Ｂ
・
フ
レ
デ
リ
ク
ス
伯
爵
に
宛
て
た
一
九
一
五
年
九
月
二
二

日
付
の
書
簡
の
中
で
、
外
務
大
臣
Ｓ
・
Ｄ
・
サ
ゾ
ノ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
来
る
九
月
に
日
本
天
皇
嘉
仁
の
即
位
の
礼
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
陛
下
に

お
か
れ
て
は
、
駐
東
京
ロ
シ
ア
大
使
に
対
し
、
戴
冠
式
で
陛
下
の
名
代
を
務
め
る
よ

う
ご
依
頼
な
さ
れ
た
。

　

…
我
が
国
で
現
在
確
立
し
て
い
る
日
本
と
の
事
実
上
の
連
合
関
係
、
お
よ
び
、
我

が
陸
軍
に
対
す
る
供
与
に
関
し
て
日
本
政
府
が
示
し
て
い
る
少
な
か
ら
ぬ
尽
力
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
天
皇
嘉
仁
に
対
し
、
戴
冠
式
の
日
に
向
け
、
皇
帝
陛
下
の
個
人
的

贈
答
品
を
渡
す
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
…
。」

　

こ
れ
を
受
け
て
、高
価
な
花
瓶
と
玉
杯
数
十
点
か
ら
な
る
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。

示
さ
れ
た
目
録
の
中
か
ら
皇
帝
は
二
万
ル
ー
ブ
ル
の
最
も
優
雅
で
高
価
な
品
を
選
ん

だ
。
こ
の
件
に
関
し
て
帝
室
宮
内
大
臣
Ｖ
・
Ｂ
・
フ
レ
デ
リ
ク
ス
は
帝
室
宮
内
省
官

房
長
官
で
陸
軍
中
将
Ａ
・
Ａ
・
モ
ソ
ロ
フ
に
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
日
本
天
皇
戴
冠
式
の
日
に
贈
る
も
の
を
選
ぶ
た
め
に
皇
帝
陛
下
に
ご
提
案
し
た

酒
杯
と
花
瓶
の
リ
ス
ト
を
添
付
す
る
に
当
た
り
、
皇
帝
陛
下
は
薔
薇
輝
石

【орлец

】
で
出
来
た
玉
杯
を
お
選
び
に
な
っ
た
こ
と
を
貴
殿
に
伝
え
る
…
。」
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（орлец

はроднит

と
同
じ
も
の
で
輝
石
―
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）

　

書
簡
に
添
え
ら
れ
た
リ
ス
ト
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
黒
大
理
石
の
受
け
台
に
載
せ
ら
れ
た
薔
薇
輝
石
の
玉
杯
。
エ
カ
チ
ェ
リ
ン
ブ
ル

グ
研
磨
工
場
の
製
品
で
二
万
ル
ー
ブ
ル
。」

　

同
年
一
〇
月
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
か
ら
高
価
な
こ
の
贈
り
物
は
日
本
に
送
ら
れ
た
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
す
べ
て
が
、
ロ
シ
ア
指
導
部
が
、
天
皇
睦
仁
の
人
格
に
対
す
る

真
の
敬
意
と
彼
の
功
績
を
間
違
い
な
く
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と

を
我
々
は
確
信
す
る
。

〔
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